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 ポジティブリスト制度における一律基準値(0.0 

1ppm)付近の農薬検査の信頼性を確保するために，

９地方衛生研究所による外部精度管理を実施し

た。 

いずれの機関も，信頼性のあるデータを得るため

の要素である「正確な標準品」を用いて「適正な

分析法」を実施し「良好な状態の装置」で分析が

行われており，測定データの信頼性について問題

点の無いことが示唆された。 
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 腸管出血性大腸菌 O157:H7 感染事例由来株の分子

疫学的解析法の検討 

～同一患者内における PFGE パターン変化の有無～ 
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腸管出血性大腸菌 O157:H7 感染事例の同一患者

内における PFGE パターンの変化の有無を検討する

ことを目的とし，1 人の患者から 5 株分離し，PFGE

解析を試みた。その結果，同一患者内における PFGE

パターンの変化は 1 バンドのみであった。この変

化は，同一パターンとみなされるレベルであり，

疫学的には影響するものではなかった。 

従って，PFGE 解析は，これまでどおり 1 株を解

析し，その上で，発生状況や患者情報と併せて総

合的に判断していくことが妥当と考えられる。 
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腸管出血性大腸菌（STEC）感染事例の迅速で詳

細な解析が可能な分子疫学的解析法の確立を目的

に，IS-printing 法を行い，PFGE 法と比較した。

その結果，IS-printing 法でもパルスネットパタ

ーン No.間の違いを認識し，同一パルスネットパ

ターン No.内を同一のものとクラスタリングする

ことができた。 

 

  

 


